
令和４年６月２日午前
立憲民主・千葉民主の会代表質問
入江晶子議員 配付資料

２０５０カーボンニュートラル

千葉県の温室効果ガス排出量は２０１８年時点で

全国ワースト１位。抜本的な政策転換が必要では

１-1 ２０５０カーボンニュートラル実現に向けたビジョンは

最終エネ消費量60%減、再エネ生産量20倍以上の拡大で

理論的にはカーボンニュートラルの達成は可能

表２．2050カーボンニュートラル実現への試算

※経産省 都道府県別エネルギー消費統計及び環境省自治体排出量カルテより独自試算

表１．都道府県別温室効果ガス（ＣＯ２）排出量比較

１⁻2 「脱炭素先行地域づくり」推進に向けた取組みは

脱炭素先行地域選定結果（第１回）

「脱炭素先行地域」第１回選定結果には千葉県からは０。脱炭素化と共に地域課題も解決する取組み。
県内からの選定に向け市町村と連携して取組むべきと考えるがどうか

※環境省 令和４年度環境省重点施策集、及び脱炭素先行地域選定結果（第１回）より抜粋



カーボンニュートラルには「電力の脱炭素化」「再エネ徹底推進」が必須。使用電力の１００％再エネへの転換を目

指す枠組みで神奈川県や長野県等が既に宣言。千葉県自身が率先して事業所として「２０３０ＲＥ１００」宣言を

（１） 再生可能エネルギー１００％（ＲＥ１００）への枠組み

表１．都道府県別温室効果ガス（ＣＯ２）排出量比較

県の率先実行の提案。➊年１％の省

エネと➋再エネ拡大１２倍で“２０３

０年再エネ１００％”（ＲＥ１００）達成

は可能

※再エネ１００宣言RE Actionより抜粋 ※自然エネルギー１００％プラットフォームより抜粋

※千葉県地球温暖化対策計画（事務事業編）取組結果、及び千葉県環境白書から独自推計

表３．千葉県（事業所）
電気使用量・再エネ比率推計

表４．千葉県（事業所）
CO2排出量・削減比率推計

事業所としての２０３０年ＲＥ１００達

成と同時に２０３２年にはカーボン

ゼロ達成可能

（２） ２０３０再生可能エネルギー１００％の実現可能性

2 203０再生可能エネルギー１００％（ＲＥ１００）宣言を



建築物の脱炭素化、防災力強化の取組みとして、建築物のＺＥＢ（ゼロエネルギービルディング）化、省ＣＯ２改修

の推進を提案。ＺＥＢ化によって５０％以上のエネルギー消費量削減に

３ 県有施設における再生可能エネルギーの徹底導入を

学校等の県有施設に、初期費用０円で太陽光発電や蓄電池を導入可能なオンサイトＰＰＡ（エネルギーサービス

契約）を活用した民間事業者による再エネ徹底導入を

※環境省 令和４年度環境省重点施策集、及びＬＡＣホームページより抜粋

（１） 県有施設のＺＥＢ（ゼロエネルギービルディング）化、省ＣＯ２改修推進を

（２） 県有施設へのＰＰＡ（エネルギーサービス契約）を活用した再エネ導入推進を
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※環境省 令和４年度環境省重点施策集、及びＺＥＢポータルより抜粋


